
2022年 2月 13日 

主日礼拝 

 

《礼拝》 

 

礼拝讃美歌⇒127番（旧 211番） 

『十字架の許ぞ』 

 

聖書⇒ローマの信徒への手紙 8:15~16節 

『あなたがたは、人を奴隷として再び恐れに陥れる霊ではなく、神の子とする霊を受けたのです。この霊によ

ってわたしたちは、「アッバ、父よ」と呼ぶのです。この霊こそは、わたしたちが神の子供であることを、わ

たしたちの霊と一緒になって証ししてくださいます。』 

 

礼拝讃美歌⇒4番（旧 7番） 

『アバ父と神を』 

 

聖書⇒詩編 107:23~32節 

『彼らは、海に船を出し／大海を渡って商う者となった。 

彼らは深い淵で主の御業を／驚くべき御業を見た。 

主は仰せによって嵐を起こし／波を高くされたので 

彼らは天に上り、深淵に下り／苦難に魂は溶け 

酔った人のようによろめき、揺らぎ／どのような知恵も呑み込まれてしまった。 

苦難の中から主に助けを求めて叫ぶと／主は彼らを苦しみから導き出された。 

主は嵐に働きかけて沈黙させられたので／波はおさまった。 

彼らは波が静まったので喜び祝い／望みの港に導かれて行った。 

主に感謝せよ。主は慈しみ深く／人の子らに驚くべき御業を成し遂げられる。 

民の集会で主をあがめよ。長老の集いで主を賛美せよ。』 

 

礼拝讃美歌⇒483番（聖 472番） 

『人生の海の嵐に』 

 

 

《パン裂き》 

 

聖書⇒ヨハネの手紙一 4:9節 

『神は、独り子を世にお遣わしになりました。その方によって、わたしたちが生きるようになるためです。こ

こに、神の愛がわたしたちの内に示されました。』 



讃美 

『主我を愛す』 

 

聖書⇒ヨハネによる福音書 6:53~57節 

『イエスは言われた。「はっきり言っておく。人の子の肉を食べ、その血を飲まなければ、あなたたちの内に

命はない。わたしの肉を食べ、わたしの血を飲む者は、永遠の命を得、わたしはその人を終わりの日に復活さ

せる。わたしの肉はまことの食べ物、わたしの血はまことの飲み物だからである。わたしの肉を食べ、わたし

の血を飲む者は、いつもわたしの内におり、わたしもまたいつもその人の内にいる。生きておられる父がわた

しをお遣わしになり、またわたしが父によって生きるように、わたしを食べる者もわたしによって生きる。』 

 

礼拝讃美歌⇒155番（旧 208番） 

『神の小羊は』 

 

 

《建徳》 

 

聖書⇒創世記 12:1~5節 

『主はアブラムに言われた。「あなたは生まれ故郷／父の家を離れて／わたしが示す地に行きなさい。わたし

はあなたを大いなる国民にし／あなたを祝福し、あなたの名を高める／祝福の源となるように。あなたを祝福

する人をわたしは祝福し／あなたを呪う者をわたしは呪う。地上の氏族はすべて／あなたによって祝福に入

る。」アブラムは、主の言葉に従って旅立った。ロトも共に行った。アブラムは、ハランを出発したとき七十

五歳であった。アブラムは妻のサライ、甥のロトを連れ、蓄えた財産をすべて携え、ハランで加わった人々と

共にカナン地方へ向かって出発し、カナン地方に入った。』 

 

聖書⇒ヘブライ人への手紙 11:08節 

『信仰によって、アブラハムは、自分が財産として受け継ぐことになる土地に出て行くように召し出されると、

これに服従し、行き先も知らずに出発したのです。』 

 

聖書⇒民数記 22:12節 

『神はバラムに言われた。「あなたは彼らと一緒に行ってはならない。この民を呪ってはならない。彼らは祝

福されているからだ。」』 

 

聖書⇒ガラテヤの信徒への手紙 3:7~9節 

『だから、信仰によって生きる人々こそ、アブラハムの子であるとわきまえなさい。聖書は、神が異邦人を信

仰によって義となさることを見越して、「あなたのゆえに異邦人は皆祝福される」という福音をアブラハムに

予告しました。それで、信仰によって生きる人々は、信仰の人アブラハムと共に祝福されています。』 

 

聖書⇒ガラテヤの信徒への手紙 3:13~14節 



『キリストは、わたしたちのために呪いとなって、わたしたちを律法の呪いから贖い出してくださいました。

「木にかけられた者は皆呪われている」と書いてあるからです。それは、アブラハムに与えられた祝福が、キ

リスト・イエスにおいて異邦人に及ぶためであり、また、わたしたちが、約束された“霊”を信仰によって受

けるためでした。』 

 

聖書⇒箴言 10:22節 

『人間を豊かにするのは主の祝福である。人間が苦労しても何も加えることはできない。』 

 

 

礼拝讃美歌⇒338番（旧 78番） 

『尊き血をもて』 

 

 

 

《建徳要旨》 

 

①  

 

 


